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1 講座紹介は右記 URL を参照:「シリア語」，http://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/shisetsu 
/syougai/cat65/ropponngi_spring_18..html;「西アジア古代帝国の盛衰」，http://www 
.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/shisetsu/syougai/cat64/ropponngi_spring_39..html; 講座の申し込み方法は右
記を参照: http://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/shisetsu/syougai/application.html  
2 これら諸帝国の歴史については，大貫 , 前川, 渡辺 & 屋形 (2009); 小川 & 山本 (2009); シェ
ルドン (2013) 参照。 
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 この講座ではシリア語の文法を Thackston (1999) に基づく日本
語資料を用いて学んだうえで，解釈の比較的容易なテキストを講
読する。講読するテキストは同書や，Muraoka (2005)，日本語で
解説がある副読本 Ban (1993) に収録されているものから選ぶ4。
図 1 は，malyā allāhā,「主なる神」というシリア語を，セルトー
体 (西方書体)，東方書体，古典的なエストランゲロ体の各書体で
書いたものである5。 
 シリア語は少なくとも後 3 世紀から文学作品を残している言語
であり，現代まで伝統が続く中東諸言語の文学の中で，シリア語文学はアラビア語文学，ペルシ
ア語文学に次ぐ第 3 位の規模を持っているとされる6。そして，少なくとも紀元前 5 世紀にさかの
ぼる初期アラム語文学の中から，シリア語文学が『賢者アヒカルの言葉』や旧約聖書のアラム語
文書を継承していることは確実である。後 200 年ごろから 700 年までの 500 年間には，膨大なギ
リシア語文書がシリア語に翻訳された。後 8 世紀の終わりから 9 世紀初頭にかけ，バグダードの
カリフたちが後援するアッバース朝翻訳運動が盛んになり，ギリシア語文書からアラビア語への
                                                   
3 このような例にしたがって受講者が粘土に楔形文字を刻む実習は，朝日カルチャーセンター横
浜教室における 2018 年 6 月の講座「バビロニアの文字を知る」で行った。講座案内は右記を参照 : 
https://www.asahiculture.jp/yokohama/course/e6d97035-7475-7131-71ca-5a5da5baf9d7 
4 副読本の紹介は，高階  (1995) を参照。 
5 シリア文字については，八杉 (2014), 28-29 も参照。 
6 ブロック (2006), 158. 
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7 ブロック (2006), 159-162. 
8 ブロック (2006), 164. 
9 三津間 & 早川 (2017) 参照。 
10 ブロック (2006), 170. 
11 この碑文は佐伯 (1911), 125-133 を参照。 
12 書簡については，Bottini (1992) 参照。 
13 高橋 (2017) 参照。 
14 この講座には 3 か月単位で番号が付され，2018 年 7-9 月の開講分は「シリア語入門 III」とな
る: https://www.asahiculture.jp/shinjuku/course/89ddb51d-87ea-2f7d-496c-5ab0cfb65900 
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